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1.　被服構成時，着用時に生じる織物の変形量が織物

の力学的異方性と密接な関係を持つことは言うまでもな

く各種の地の目で製作した衣服を着用した時に感じる衣

服の追従性や衣服圧の多少また繰返し着用による型くず

れなどからもうなずける。

そこで本報では，織物の伸長，曲げの力学的異方性を

測定し，前報で得た結果と比較検討して被服構成時，着

用時に生じる織物の変形と織物の力学的異方性との関係

をとらえる。

2.　試料は，スカート，スラックスを製作した同一織

物を用い，たて方向を0 °として15 °間隔に試料を採取し

て，伸長，曲げの力学的異方性を測定する。これらの測

定値と前報で求めた被服の変形量との関係について考察

する。

3.　織物の力学的異方性，なかでも伸長特性が被服の

構成時，着用時の変形および着用感に大きく関係するこ

とが認められた。さらにこれらの変形量から各種の地の

目を用いて被服を構成する際，それぞれの被服に与える

ゆるみの分量を予測することができる。


